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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
低分子量G蛋白質Rhoは培養細胞における細胞接着斑やストレス線維の形成,細胞質分裂など多様な
機能を調節することが知られている｡我々はRho標的分子を複数同定 した｡これらの分子のうち,
Rho-associatedcoiled-coilcontainingproteinkinase(ROCK)のRho結合領域を明らかにするために,
本分子のtruncation変異体と点突然変異体を作製し,これらに対するRhoの結合をリガンドオーバーレ
イ法とツーハイブリッド法を用いて検討した｡その結果,ROCKのRho結合領域がキイルドコイル領域
とPH領域の中間,アミノ酸残基934-1015にあり,934,941,1008と1009番目のアミノ酸残基がこの結合
に重要であることを明らかにした｡また,他のRho標的分子rhophilin,rhotekin,PKNのRho結合領域
とは有意な相同性を示さなかった｡このことから,Rhoの標的分子がRho結合領域の相同性に基づいて
複数に分類できることが示された｡
以上の研究は,Rhoを介する情報伝達機構の解明に貢献し,これに対する薬物制御の発展に寄与する
ところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 2月10日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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